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1　 基本方針

近年、 森林のもつ、 地球温暖化の防止や国土の保全、 水資源の涵養、 土砂災害防止、

生物多様性保全、 自然環境の保持な ど 「森林の公益的機能」 に対する国民の関心 ・期待

は大きなものとなっている。 地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は、 我が国の

みな らず地球規模の重要かつ喫緊の課題 となっている。

しかしながら、 木材価格の暴落 ・低迷や林業従事者の高齢化 ・後継者不足など、 林業

を取 り巻 く 環境は、 依然と して厳 しい情勢にあ り、 山村では過疎化 ・少子高齢化が進行

している。 山村地域の市町村は、森林の整備 ・保全や担い手の確保 ・定住対策、 森林循

環資源の有効利用促進等、 森林 ・林業及びこれ らを支える山村の活性化に懸命に取 り組

んでいるが、 危機的な市町村財政の状況から、 恒久的 ・安定的な財源は大幅に不足して

い る 。

このよ うな中、 国においては 「地球温暖化対策のための税」 が平成 2 4 年 1 0 月に創

設される こ と となったが、 本連盟が実現を求めてきた 「地方財源を確保 ・充実する仕組

み」 については、 「平成 2 4 年度税制改正大綱」 において、 「平成 2 5 年度実施に向け

た成案を得るべく 更に検討」 す る とい う表現に留まった と ころである。

本議員連盟は、 森林の公益的機能を持続的に発揮させるための森林 ・林業 ・山村対策

の抜本的な強化をはかるため、 二酸化炭素排出源を課税対象とする新たな税財源と して

「全国森林環境税」 を創設し、 国民的支援の仕組みづく りを求める と ともに、 地球温暖

化対策のための税の導入にあたっては、 二酸化炭素吸収源 と して最も重要な機能を有す

る森林の整備 ・保全等を市町村が推進するために必要な地方財源を確保するための、 新

たな税財源制度の創設となるよ う、 全国の首長で組織されている促進連盟 (全国森林環

境税創設促進連盟) との一層の連携強化を図 りながら、 新税の早期実現のため、 会員は

も と よ り山村地域の市町村議会が一致団結 して次の事業を行 う。
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2　 事業の概要

( 1 ) 活　 動

①　 政府をはじめ国会議員や各党都道府県連に対する要望活動

②　 川上から川下へ国民の理解を得るための活動

③　 関係 6 団体への協力要請活動

④　 都道府県未加入市町村議会に対する加入促進 ・組織拡大運動

⑤　 議会において新税創設のための意見書採択

⑥　 林業関係団体、 経済関係団体等との連携

⑦　 その他、 目的達成のために必要な事業

( 2 ) 会　 議

①　 定期総会及び正副会長会議、 役員会 (理事会) 等の開催


